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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高及び営業収入 営業利益 税引前四半期純利益 当社株主に帰属する四半
期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 155,889 △0.0 9,734 31.7 11,716 27.7 6,909 36.7
26年3月期第3四半期 155,946 △2.6 7,388 △50.5 9,174 △37.5 5,055 △42.7

（注）当社株主に帰属する四半期包括利益 27年3月期第3四半期 10,829百万円 （40.1％） 26年3月期第3四半期 7,728百万円 （△24.6％）

1株当たり当社株主に帰属する四
半期純利益

潜在株式調整後1株当たり当社株
主に帰属する四半期純利益

円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 49.84 49.84
26年3月期第3四半期 36.47 36.47

総資産 資本合計（純資産） 株主資本 株主資本比率
百万円 百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 335,324 233,133 232,422 69.3
26年3月期 320,251 225,792 225,133 70.3

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 17.00 ― 17.00 34.00
27年3月期 ― 8.50 ―
27年3月期（予想） 8.50 17.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高及び営業収入 営業利益 税引前当期純利益 当社株主に帰属する当
期純利益

1株当たり当社
株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 220,000 1.1 12,000 55.9 11,000 19.2 7,000 82.6 50.50



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の予測には、発表日現在の将来に関する前提、見通し、計画に基づく予想が含まれております。世界経済、競合状況、為替の変動等にかかわるリスクや
不確定要因により、実際の業績が予想数値と大幅に異なる可能性があります。なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料５ページをご参照願います。 
 
 決算補足説明資料は、平成27年２月５日に当社ホームページに掲載する予定です。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 143,500,000 株 26年3月期 143,500,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 4,890,023 株 26年3月期 4,887,679 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 138,611,422 株 26年3月期3Q 138,615,575 株
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（添付資料） 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）連結経営成績に関する定性的情報 

①当第３四半期連結累計期間の概況 

当社グループを取り巻く経営環境は、国内においては、政府の経済対策や日銀による追加金融緩和策を背景に、株価

の上昇や一部の企業収益に改善が見られる等、景気は緩やかな回復基調にあるものの、消費税増税後の個人消費の低迷

や円安の進行による物価の上昇等、先行き不透明な状況が続いております。また、世界経済を見ますと、米国経済は個

人消費の回復が進む一方で、中国を始めとする新興国経済の減速感や、依然として停滞する欧州経済に加え、ロシア経

済の悪化影響等、世界経済の成長見通しには不透明感が増す状況が続いております。 

エンタテインメント市場におきましては、スマートフォン・タブレット端末の急速な普及によるモバイル端末の性能

の進化や通信インフラの発達に伴い、ゲームプラットフォームのさらなる多様化が進むとともに、新型ハードも発売さ

れる等、ゲーム業界におけるビジネスチャンスは拡大を続けております。また、カジノビジネスに関しては、引き続き

観光資源の開発等によりカジノ市場が国際的に広がりを見せているほか、日本でもカジノを含む統合型リゾート（IR）

推進法案の議論が活発化する等、カジノビジネスの成長が期待されております。 

健康市場におきましては、社会全体における健康意識が高まる中で、特にシニア世代や女性層を中心に、健康や体力

の向上を余暇の目的とする割合が年々上昇する傾向にあり、スポーツ志向、健康志向、そして高齢化に伴う介護予防へ

の需要がさらに高まりをみせております。 

このような状況のもと、当社グループのデジタルエンタテインメント事業におきましては、「ドラゴンコレクション」

や「ワールドサッカーコレクション」シリーズを始めとするモバイルゲームが堅調に推移したほか、家庭用ゲームの「ウ

イニングイレブン」シリーズ最新作「ワールドサッカー ウイニングイレブン2015」（欧米向け「Pro Evolution Soccer 

2015」）や「実況パワフルプロ野球2014」を発売いたしました。 

健康サービス事業におきましては、お客様の利用頻度に応じて選択できる料金プランや複数の施設を手軽に利用でき

る施設利用制度の展開を推進するとともに、“続けられる”をコンセプトにコナミスポーツクラブのサービスの拡充と

浸透に努めました。 

カジノ事業におきましては、ビデオスロットマシン「Podium」の販売が米国市場を中心に堅調に推移いたしました。 

遊技機事業におきましては、パチスロ機「麻雀格闘倶楽部｣に続き、「戦律のストラタス」、「Dororonえん魔くん メ

～ラめら」の２機種を発売し、ホールでの稼働も好調に推移しております。また、当社グループのぱちんこ第一弾商品

として、人気オリジナルタイトル｢マジカルハロウィン」シリーズのぱちんこ版「CRぱちんこマジカルハロウィン」を

発売いたしました。 

 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,558億８千９百万円（前年同期比0.0％減）、営業利益は97億３

千４百万円（前年同期比31.7％増）、税引前四半期純利益は117億１千６百万円（前年同期比27.7％増）、当社株主に帰

属する四半期純利益は69億９百万円（前年同期比36.7％増）となりました。 

 

 

②事業の種類別セグメントの業績 

事業別売上高及び営業収入（セグメント間含む）要約版 

 

前第３四半期 
連結累計期間 

(自 2013年４月１日 
至 2013年12月31日) 

当第３四半期 
連結累計期間 

(自 2014年４月１日 
至 2014年12月31日) 

増減率 

 金額(百万円) 金額(百万円) (％) 

デジタルエンタテインメント事業 71,601 67,943 △5.1 

健康サービス事業 57,496 55,147 △4.1 

カジノ事業 22,297 23,231 4.2 

遊技機事業 5,038 10,055 99.6 

消去 △486 △487 0.3 

連結合計 155,946 155,889 △0.0 
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（デジタルエンタテインメント事業） 

スマートフォンやタブレット等のスマートデバイスに配信している「実況パワフルプロ野球」や「プロ野球ドリーム

ナイン」シリーズ、「ワールドサッカーコレクションS」、「クローズ×WORST」シリーズ 、「ドラゴンコレクション」等

のモバイルゲームが堅調に推移し、収益に貢献いたしました。 また、海外市場向けには、映画「スター・ウォーズ」

を題材にした「Star Wars™: Force Collection （スター・ウォーズ フォース コレクション）」や、「PES MANAGER」及

び「実況倶楽部」（ともに日本名「ワールドサッカーコレクションS」）が、順調に登録者数を伸ばしております。 

家庭用ゲームでは、「ウイニングイレブン」シリーズの最新作「ワールドサッカー ウイニングイレブン2015」（欧米

向け「Pro Evolution Soccer 2015」）を発売し、新ゲームモード「myClub」が好評を博したほか、「実況パワフルプロ

野球2014」や、昨年３月に発売した「METAL GEAR SOLID V: GROUND ZEROES」のPC版ダウンロード販売も堅調に推移い

たしました。 

アーケードゲームでは、「麻雀格闘倶楽部」や音楽ゲームを中心とした「e-AMUSEMENT Participation」タイトルが安

定稼働を続けております。また、キッズカードゲーム機「モンスター烈伝 オレカバトル」は、引き続き小学生の男児

を中心に人気を集めております。 

カードゲームでは、「遊戯王トレーディングカードゲーム」シリーズを引き続きグローバルに展開いたしました。 

 

以上の結果、当事業における当第３四半期連結累計期間の売上高は679億４千３百万円（前年同期比5.1％減）となり

ました。 

 

（健康サービス事業） 

コナミスポーツクラブでは、「通いやすく」、「続けやすく」、「自分に合ったメニュープランを」というお客様からの

ご要望に応えるために、目的やペースによって選択できる料金プランと複数の施設を手軽に利用できる施設利用制度の

展開を推進しております。また、10月には最新のフィットネストレンドを導入したコナミスポーツクラブ津田沼奏の杜

（千葉県）を新たにオープンし、さらなる施設ネットワークの拡充に努めました。なお、脳科学者による監修のもと、

運動を続けるための科学的な研究成果と運動や健康づくりに関する当社グループのノウハウを凝縮した「コナミメソッ

ド」に基づき、様々なライフスタイルに最適な「続けられる運動」を提案し、お客様の目的達成をサポートする取り組

みは、退会率の改善にもつながっております。 

子供向けスクールの「運動塾」では、学校授業でのダンス必修化による需要の高まりを背景に、心と体を育むダンス

レッスンをコンセプトにした「ダンシングスターズ」をはじめ、スイミングや体育スクールを新規に開校・増設いたし

ました。また、大人向けには、50歳以上を対象とした「健康水泳教室」の新設や、60歳からの運動スクール「OyZ（オ

イズ）」とロコモティブシンドロームの予防に主眼を置いた低強度のスタジオプログラムの導入施設拡大に努めました。 

スポーツ施設の受託運営では、これまで培った運営・指導のノウハウや実績を役立て、神奈川県海老名市の公共施設

を始め、34施設の受託運営を新たに開始し、各施設の受託運営を通じて地域社会の皆様の健康増進に取り組んでまいり

ます。 

ヘルスケア関連商品では、スマートフォン向けの「ヘルスケアアプリ」シリーズを展開し、10月にカロリー管理アプ

リ「カロリサイズ」、11月にウォーキング支援アプリ「Dr.Walk」の配信を開始いたしました。また、12月には家庭用フ

ィットネスバイク「S-BODY（エス-ボディ）」を発売いたしました。エアロバイクシリーズ初のハンズフリーモデルで、

テレビを見ながら行う等の「ながら運動」ができ、動作・運動履歴等はスマートフォンで管理できます。スポーツクラ

ブに通う時間の無い方にも手軽なトレーニング機会を提供することで、より多くのお客様の健康づくりを支える商品の

拡充に努めました。 

 

以上の結果、当事業における当第３四半期連結累計期間の売上高は551億４千７百万円（前年同期比4.1％減）となり

ました。 

 

（カジノ事業） 

北米市場では、定番となったビデオスロットマシン「Podium」の販売が堅調に推移いたしました。パーティシペーシ

ョンにつきましては、「Podium」を大型化した「Podium Goliath」等を投入し、プレイヤーの期待感を一層高めるプレ

ミアム商品ラインアップを拡充しております。 

オセアニア市場においては、引き続き「Podium」の販売を進めております。そして、アジア、中南米、欧州市場にお

きましては、販売代理店網の整備を進め拡販に努めております。 
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また、アルゼンチンのブエノスアイレスで開催された南米最大級の展示会「SAGSE 2014（サグゼ2014）」において、

「Podium Monument」を南米で初めて披露したほか、「Exotic Princess（エキゾチック・プリンセス）」等の新コンテン

ツを出展し、オペレーターから高い評価をいただきました。 

 

以上の結果、当事業における当第３四半期連結累計期間の売上高は232億３千１百万円（前年同期比4.2％増）となり

ました。 

 

（遊技機事業） 

パチスロ機の新商品として、新感覚のボーナスゲームを搭載した「喧嘩祭」や、ゲームセンターで好評稼働中のオン

ライン麻雀ゲームとパチスロの遊技性を融合した「麻雀格闘倶楽部｣を発売したほか、当第３四半期においては当社グ

ループのオリジナルコンテンツを新たにパチスロとして進化させた「戦律のストラタス」や、人気アニメを題材にした

圧倒的な演出ボリュームを誇る「Dororonえん魔くん メ～ラめら」を発売し、ホールでの高稼働を背景に販売台数は増

加基調にて推移しております。 

ぱちんこ機につきましては、当社グループのぱちんこ第一弾商品として、パチスロ版｢マジカルハロウィン｣シリーズ

の世界観を踏襲しつつ、ぱちんこ独自の演出やオリジナル曲を搭載した「CRぱちんこマジカルハロウィン」を発売いた

しました。 

 

以上の結果、当事業における当第３四半期連結累計期間の売上高は100億５千５百万円（前年同期比99.6％増）とな

りました。 

 

 

 

（2）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び株主資本の状況 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比較して150億７千３百万円増加し、3,353

億２千４百万円となりました。これは主として、現預金や棚卸資産が増加したこと等によるものであります。 

 

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比較して77億３千２百万円増加し、1,021億

９千１百万円となりました。これは主として、未払費用や前受収益が増加したこと等によるものであります。 

 

（株主資本） 

当第３四半期連結会計期間末における株主資本合計は、前連結会計年度末に比較して72億８千９百万円増加し、2,324

億２千２百万円となりました。これは主として、為替換算調整額を含むその他包括利益（損失）累計額が増加したこと

等によるものであります。 

なお、株主資本比率は、前連結会計年度末に比較して1.0ポイント減少し、69.3％となりました。 
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②キャッシュ・フローの状況 

 

前 第 ３ 四 半 期 
連 結 累 計 期 間 

(自 2013年４月１日 
至 2013年12月31日) 

当 第 ３ 四 半 期 
連 結 累 計 期 間 

(自 2014年４月１日 
至 2014年12月31日) 

増減 

区 分 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,180 22,933 18,753 

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,504 △7,396 16,108 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,621 △6,217 △8,838 

為替変動の現金及び現金同等物に対する影響額 768 978 210 

現金及び現金同等物の純増減(△)額 △15,935 10,298 26,233 

現金及び現金同等物の期末残高 47,734 60,322 12,588 

 

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比較して

102億９千８百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末には603億２千２百万円（前年同期比26.4％増）となりました。 

また、当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローは、次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間において営業活動により獲得した資金は、229億３千３百万円（前年同期比448.7％増）と

なりました。これは主として、法人税の納税額が減少したことや、仕入債務の資金収支が増加したこと等によるもので

あります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間において投資活動により使用した資金は、73億９千６百万円（前年同期比68.5％減）とな

りました。これは主として、設備投資等の資本的支出が減少したこと等によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間において財務活動により使用した資金は、62億１千７百万円（前第３四半期連結累計期間

は26億２千１百万円の獲得）となりました。これは主として、配当金の支払が減少した一方で、短期借入金が返済によ

り減少したことや、前第３四半期連結累計期間に社債を発行したこと等によるものであります。 

 

 

（3）連結業績予想に関する定性的情報 

当期の見通し 

（デジタルエンタテインメント事業） 

スマートフォンやタブレット端末が世界的に普及する中、ゲームの提供手段は多様化しており、今まで以上に多くの

方々にゲームに親しんでいただける機会が増えつつあります。そのような状況の下で、当社グループは、コンテンツを

軸にビジネスを展開することで、新しいデバイスの登場を一つのコンテンツに対する出口の増加と捉え、それぞれのデ

バイスの特徴に合わせた遊び方を提案してまいります。 

モバイルゲームでは、当社グループが展開するモバイルコンテンツ全体の登録者数が着実に伸長しており、スマート

フォン版「実況パワフルプロ野球」においては、リリース直後から記録的速度で400万ダウンロードを達成し、その後

も順調にダウンロード数を伸ばしており、利益貢献が期待されます。今後も拡大が見込まれる市場に経営資源をより一

層集中し、特にネイティブアプリ市場でさらなるヒットコンテンツを産み出すべく、制作・運営ノウハウや豊富な資産

を活かしてラインアップの拡大を進めてまいります。また、欧米のみならずアジア地域も含めた海外の新たなプラット

フォーマーへの展開を積極的に図るとともに、有力コンテンツとのシナジーによる魅力的なコンテンツの配信も進めて

まいります。 

家庭用ゲームでは、選択と集中により厳選されたタイトルをグローバルに展開するとともに、海外ゲームユーザーの

ニーズをいち早く取り入れたゲーム制作を進めるため、現地でのゲーム制作体制の強化も積極的に進めてまいります。
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なお、当社グループの主力タイトルである「メタルギア」シリーズについては、各国の国際ゲーム見本市にてプロモー

ション活動を行い、好評を博しております。また、「ウイニングイレブン」シリーズの最新作「ワールドサッカー ウイ

ニングイレブン2015」（欧米向け「Pro Evolution Soccer 2015」）では新たに搭載した新ゲームモード「myClub」が好

調であり、オンライン課金による継続的な利益貢献が期待されます。 

アーケードゲームでは、「e-AMUSEMENT」を使った“人と人とのコミュニケーション”を通じてアミューズメント施設

ならではの遊びを提供し、業界のさらなる活性化に取り組んでまいります。電子マネー「PASELI」や、「e-AMUSEMENT 

Participation」についても、順次対応機種やサービスの拡充を推進し、業界を牽引する革新的なサービスの提案を行

ってまいります。 

カードゲームでは、引き続き「遊戯王トレーディングカードゲーム」シリーズをグローバルに展開してまいります。 

 

（健康サービス事業） 

多様化するお客様のニーズを的確に捉え、新たなライフスタイルを提案しコナミスポーツクラブの付加価値向上を目

指してまいります。高齢化社会の本格的な到来と国家レベルでの生活習慣病対策等に加え、政府の成長戦略においても

スポーツクラブを含む健康寿命延伸産業の拡大に向けた新たな仕組みの整備が推し進められております。 

また、2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、スポーツクラブ運営や健康機器開発・販売等にとどま

らず、幅広い年代の様々なライフスタイルの方々に対して健康増進を提案する機会は今後も広がっていくと思われます。

コナミスポーツクラブ体操・水泳競技部に所属する選手のオリンピック出場と活躍を目指すとともに、アスリートの育

成を目的とした運動塾の選手コース拡大や、より多くの方々がスポーツに参加していただける環境作りにも取り組んで

まいります。 

直営施設運営では、2015年１月にグランサイズ大手町（東京都）、グランサイズ青山（東京都）の施設とサービスを

一新したほか、グランサイズ大阪をコナミスポーツクラブ大阪ステーションシティ（大阪府）としてリニューアルいた

しました。今後も400を超えるスポーツ施設を運営する国内最大規模の企業としての強みを最大限に活用し、健康を実

現する上で最も重要な“続けられる”をコンセプトにサービス改革を進め、トータル健康パートナーとして様々な場面

で健康維持・増進を支援することで、健康や体について一番頼りになる存在を目指してまいります。 

 

（カジノ事業） 

スロットマシン販売については、好評を博しているビデオスロットマシン「Podium」を中心に商品展開並びに販売強

化を推進するとともに、ソフト制御されるリアルタイム高解像度の3Dグラフィックに対応した最新プラットフォーム

「KP3」の販売にも注力いたします。また、カジノ市場を的確に捉えた販売形式であるパーティシペーションにつきま

しては、さらなる対象商品の拡大により、カジノオペレーターのニーズへの対応を進め、定期収入を増加させ経営の安

定化を図ってまいります。さらにアジア、中南米、欧州市場等についても、現地ニーズに適したカルチャライゼーショ

ンによる販売拡大を進めてまいります。 

カジノマネジメントシステム「SYNKROS」につきましては、各展示会や商談会等において、大手カジノオペレーター

より高い評価をいただいております。今後も、積極的に市場へ向けて販売を行うとともに、新機能の開発等を行いなが

ら、商品力の強化に努めてまいります。 

 

（遊技機事業） 

パチスロ機におきましては、当社グループのオリジナルコンテンツをパチスロ機として展開した「麻雀格闘倶楽部」

及び「戦律のストラタス」に加え、人気アニメを題材とした「Dororonえん魔くん メ～ラめら」を発売し、販売台数は

拡大傾向にあり好調に推移いたしました。 

また、３月には人気モバイルゲーム「戦国コレクション」をパチスロ化したシリーズ最新作として、業界初の唄う役

物を搭載した「戦国コレクション２」の発売を予定し、市場での盛り上がりが期待されます。 

今後も開発強化への取り組みに加え、より強固な販売基盤を構築し、制作・製造・販売一体となって市場におけるプ

レゼンスを高め、継続した高稼働商品の提供とともに、事業収益の向上を図ってまいります。 

遊技機業界は、メーカー組合の自主規制等により、大きな変化が想定されておりますが、これら市場の変化にも揺ら

ぐことなく、常にお客様に求められる商品を提供してまいります。 

 

 

当期の通期連結業績につきましては、売上高及び営業収入2,200億円、営業利益120億円、税引前当期純利益110億円、
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当社株主に帰属する当期純利益70億円と予想しており、2014年５月８日付「平成26年３月期 決算短信」において公表

いたしました業績予想から変更ございません。 

 

注意事項 

本短信の業績見通しは、現時点で入手可能な情報に基づき当社の経営者が判断した見通しであり、リスクや不確実性

を含んでおります。従いまして、これらの業績見通しのみに全面的に依拠して投資判断を下すことは控えるようお願い

いたします。実際の業績は、様々な重要な要素により、これらの業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることを、

ご承知おきください。実際の業績に影響を与え得る重要な要素には、当社の事業領域を取り巻く経済情勢、市場の動向、

対ドル、対ユーロをはじめとする円の為替レート等が含まれますが、これらに限定されるものではありません。 

 

 

２．その他の情報 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（2）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（3）会計方針の変更 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表等 

（1）四半期連結貸借対照表 

 
前連結会計年度 

（2014年３月31日） 
当第３四半期連結会計期間 

（2014年12月31日） 

区 分 金額（百万円） 
構成比
(％) 

金額（百万円） 
構成比
(％) 

（資産の部）   

流動資産   

現金及び現金同等物 50,024  60,322 

受取手形及び売掛金（貸倒引当金控除

後）－2014年３月31日及び2014年12月

31日現在の貸倒引当金はそれぞれ469

百万円及び252百万円 

29,069  28,585 

棚卸資産 30,229  38,084 

繰延税金資産 18,773  17,127 

前払費用及びその他の流動資産 11,563  8,057 

流動資産合計 139,658 43.6  152,175 45.4

有形固定資産 80,213 25.1  83,533 24.9

投資及びその他の資産   

市場性のある有価証券 518  644 

関連会社に対する投資 2,249  2,328 

識別可能な無形固定資産 39,279  39,080 

営業権 19,947  20,034 

差入保証金 26,381  26,093 

繰延税金資産 1,913  2,525 

その他の資産 10,093  8,912 

投資及びその他の資産合計 100,380 31.3  99,616 29.7

資産合計 320,251 100.0  335,324 100.0
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前連結会計年度 

（2014年３月31日） 
当第３四半期連結会計期間 

（2014年12月31日） 

区 分 金額（百万円） 
構成比
(％) 

金額（百万円） 
構成比
(％) 

（負債の部）   

流動負債   

短期借入金 6,458  6,028 

リース債務 2,078  2,085 

支払手形及び買掛金 10,480  11,452 

未払税金 686  1,307 

未払費用 17,522  19,252 

前受収益 5,693  11,190 

その他の流動負債 2,411  4,137 

流動負債合計 45,328 14.2  55,451 16.5

固定負債   

長期借入債務 15,000  15,000 

リース債務 20,487  18,931 

未払退職・年金費用 1,424  1,301 

繰延税金負債 3,052  2,715 

その他の固定負債 9,168  8,793 

固定負債合計 49,131 15.3  46,740 14.0

負債合計 94,459 29.5  102,191 30.5

(契約債務及び偶発債務)   

契約債務及び偶発債務   

(純資産の部)   

株主資本   

資本金 47,399 14.8  47,399 14.1

普通株式－無額面：授権株式数
450,000,000株 
発行済株式数 
2014年３月31日現在及び2014年12月
31日現在：143,500,000株 

  

資本剰余金 74,175 23.2  74,175 22.1

利益準備金 284 0.1  284 0.1

利益剰余金 111,820 34.9  115,194 34.4

その他の包括利益(損失)累計額 2,719 0.8  6,639 2.0

自己株式－取得原価  △11,264 △3.5  △11,269 △3.4

2014年３月31日現在:4,887,679株 
2014年12月31日現在:4,890,023株 

  

株主資本合計 225,133 70.3  232,422 69.3

非支配持分 659 0.2  711 0.2

純資産合計 225,792 70.5  233,133 69.5

負債及び純資産合計 320,251 100.0  335,324 100.0
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（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

 
前第３四半期連結累計期間 
（自 2013年４月１日 

至 2013年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 2014年４月１日 

至 2014年12月31日） 

区 分 金額（百万円） 
百分比
(％) 

金額（百万円） 
百分比
(％) 

売上高及び営業収入   

製品売上高 65,931  63,990 

サービス及びその他の収入 90,015  91,899 

売上高及び営業収入合計 155,946 100.0  155,889 100.0

営業費用   

製品売上原価 39,982  38,899 

サービス及びその他の原価 68,044  69,653 

販売費及び一般管理費 40,532  37,603 

営業費用合計 148,558 95.3  146,155 93.8

営業利益 7,388 4.7  9,734 6.2

その他の収益(費用)   

受取利息 234  232 

支払利息 △891  △825 

為替差損益－純額 2,457  2,585 

その他－純額 △14  △10 

その他の収益(費用)－純額 1,786 1.2  1,982 1.3

税引前四半期純利益 9,174 5.9  11,716 7.5

法人税等 4,082 2.6  4,867 3.1

持分法投資利益－純額 31 0.0  112 0.1

非支配持分控除前四半期純利益 5,123 3.3  6,961 4.5

非支配持分帰属利益 68 0.1  52 0.1

当社株主に帰属する四半期純利益 5,055 3.2  6,909 4.4
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（四半期連結包括利益計算書） 

 
前第３四半期連結累計期間 
（自 2013年４月１日 

至 2013年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 2014年４月１日 

至 2014年12月31日） 

区 分 金額(百万円) 金額(百万円) 

非支配持分控除前四半期純利益 5,123 6,961 

その他の包括利益－税効果調整後   

為替換算調整額 2,617 3,834 

売却可能な有価証券の未実現評価損益 55 84 

年金債務調整額 1 2 

その他の包括利益合計 2,673 3,920 

四半期包括利益 7,796 10,881 

非支配持分帰属四半期包括利益 68 52 

当社株主に帰属する四半期包括利益 7,728 10,829 

 

 

（１株当たり情報） 

 
前第３四半期連結累計期間 
（自 2013年４月１日 

至 2013年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 2014年４月１日 

至 2014年12月31日） 

１株当たり当社株主に帰属する四半期純
利益 

36.47円 49.84円 

潜在株式調整後１株当たり当社株主に帰
属する四半期純利益 

36.47円 49.84円 

加重平均発行済株式数 138,615,575株 138,611,422株 

潜在株式調整後発行済株式数 138,616,575株 138,611,422株 
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（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 
前第３四半期連結累計期間 
（自 2013年４月１日 

至 2013年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 2014年４月１日 

至 2014年12月31日） 

区 分 金額(百万円) 金額(百万円) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

非支配持分控除前四半期純利益 5,123 6,961 

営業活動によるキャッシュ・フローへ
の調整項目 

  

減価償却費 8,035 8,837 

貸倒引当金の純増減(△) △128 △57 

有形固定資産除売却損益(△) 52 62 

持分法投資損益(△) △31 △112 

繰延税額 1,431 1,158 

資産及び負債の増減   

受取手形及び売掛金の純増(△)減 9,615 1,925 

棚卸資産の純増(△)減 △11,358 △8,315 

未収入金の純増(△)減 625 784 

前払費用の純増(△)減 △313 806 

支払手形及び買掛金の純増減(△) △4,239 △21 

未払税金及び未収税金の純増減(△) △6,237 2,515 

未払費用の純増減(△) △1,985 903 

前受収益の純増減(△) 2,515 5,312 

預り金の純増減(△) 334 686 

その他－純額 741 1,489 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,180 22,933 
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前第３四半期連結累計期間 
（自 2013年４月１日 

至 2013年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 2014年４月１日 

至 2014年12月31日） 

区 分 金額(百万円) 金額(百万円) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

資本的支出 △23,774 △8,422 

差入保証金の純増(△)減 171 342 

定期預金の純増(△)減 － 886 

その他－純額 99 △202 

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,504 △7,396 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減(△) 200 △1,095 

社債の発行による収入 15,000 － 

社債の償還による支出 △5,000 － 

リース債務の元本返済による支出 △1,678 △1,590 

配当金の支払 △5,804 △3,527 

その他－純額 △97 △5 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,621 △6,217 

為替変動の現金及び現金同等物に対する
影響額 

768 978 

現金及び現金同等物の純増減(△)額 △15,935 10,298 

現金及び現金同等物の期首残高 63,669 50,024 

現金及び現金同等物の四半期末残高 47,734 60,322 

   

 

（4）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（5）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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（6）セグメント情報 

①事業別セグメント情報 

前第３四半期連結累計期間（自 2013年４月１日 至 2013年12月31日） 

 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ 

事業 
(百万円) 

健康サービス
事業 

(百万円) 

カジノ事業
 

(百万円) 

遊技機事業
 

(百万円) 

全社･消去 
 

(百万円) 

連結 
 

(百万円) 

売上高及び営業損益       

売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 71,141 57,472 22,297 5,036 － 155,946

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高 

460 24 － 2 △486 －

計 71,601 57,496 22,297 5,038 △486 155,946

営業費用 65,678 56,579 16,772 5,648 3,881 148,558

営業損益 5,923 917 5,525 △610 △4,367 7,388

 

当第３四半期連結累計期間（自 2014年４月１日 至 2014年12月31日） 

 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ 

事業 
(百万円) 

健康サービス
事業 

(百万円) 

カジノ事業
 

(百万円) 

遊技機事業
 

(百万円) 

全社･消去 
 

(百万円) 

連結 
 

(百万円) 

売上高及び営業損益       

売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 67,728 54,880 23,231 10,050 － 155,889

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高 

215 267 － 5 △487 －

計 67,943 55,147 23,231 10,055 △487 155,889

営業費用 59,639 54,626 19,150 10,008 2,732 146,155

営業損益 8,304 521 4,081 47 △3,219 9,734

 

１．各事業別セグメントにおける主な事業内容は、以下のとおりであります。 

①デジタルエンタテインメント事業 モバイルゲーム、家庭用ゲーム、アーケードゲーム、カードゲーム等

のデジタルコンテンツ及びそれに関わる製品の制作、製造及び販売 

②健康サービス事業 スポーツクラブ施設運営、健康関連商品の制作、製造及び販売 

③カジノ事業 カジノ施設向け機器及びカジノマネジメントシステムの開発、製造、

販売及びサービス 

④遊技機事業 パチスロ機及びぱちんこ機等の制作、製造及び販売 

２．全社の項目は、特定のセグメントに直接関連しない本社費用等により構成されております。 

３．消去の項目は、主にセグメント間取引高消去及び棚卸資産の未実現利益消去等から構成されております。 
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②地域別情報 

外部顧客に対する売上高 

 
前第３四半期連結累計期間 
（自 2013年４月１日 

  至 2013年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 2014年４月１日 

  至 2014年12月31日） 

区 分 金額(百万円) 金額(百万円) 

日本 114,308 118,462 

米国 28,137 26,609 

欧州 8,139 5,242 

アジア・オセアニア 5,362 5,576 

連結計 155,946 155,889 

 

上記外部顧客に対する売上高については、当社及び子会社が製品の販売もしくはサービスを行っている場所に基

づいてそれぞれの地域を決定しております。 

 

（注記） 

この連結財務諸表は、米国において一般に公正妥当と認められた会計原則に基づいて作成しております。 

 


